
 

 

1． はじめ

 南米ボ

氷河の縮退

ならびに渇

開始された

においては

総合水資源

際の研究活

のである．

土砂堆積に

 

2． 調査の

 研究対象

回の調査対

氷河に覆わ

市の水源で

* Sediment

めに 

リビアにおい

退が進み，水

渇水への適応

たボリビアの

は，将来予測

源マネージメ

活動は，各要

．以下では，

について検討

の概要 

象であるボリ

対象としたH

われている．

である，Huay

t deposit in Lak

ボリ

いては，温暖化

水資源が枯渇化

応策が重要な課

の水資源問題に

測が可能な数値

ントによる社

要素（雪氷解析

2010 年 9 月

討を行った成果

ビアの氷河地

Huayna Potosi，

すでに報告を

yna Potosi西氷

ke Tuni, Bolivia

ビアTuni

化による氷河の

化することが懸

課題となってい

に関わるプロジ

値シミュレーシ

社会環境と気候

析，流出解析，

に実施された

果を報告する．

地域の位置を図

Condoririは，

を行ったように

氷河およびTu

図－

a, Hitoshi Tanak

湖におけ

東北大学大学

サンアンドレ

の融解水によ

懸念されてい

いる．昨年度

ジェクトの紹

ションよって，

候の変化に対

ダム堆砂予測

た現地調査およ

 

図－１に示す

，それぞれ6,

に，今回の研究

uni-Condoriri氷

－１ 研究対象

ka and Ramiro

ける土砂の

学院工学研究科

レス大学水理研

って水資源が

る．このため

の本論文集に

紹介を行った

，気候変動に

対する適応策を

測，水質評価

よび過去の資

す．同国の首都

,088m，5,850m

究の対象は，

氷河を対象とす

象地域 
o Pillco 

堆積＊ 

科土木工学専

研究所    

が豊富になって

め，将来への影

においては，著

（田中・真野

よる水需要予

を提案すること

価，地域計画立

資料の解析をも

都ラパスの標高

mの標高を有

首都ラパス市

することとし

Condriri氷

Hu

Tuni氷河

専攻  

     Ram

ている一方で，

影響予測と水資

著者らのグルー

１））．このプロ

予測を通した都

とを目的とし

立案）毎に実施

もとに，貯水池

高は 3,600m で

有し，いずれも

市と隣接するエ

している１）． 

氷河 

uayna Potosi

河 

田中 仁 

miro Pillco 

，将来的に

資源の確保

ープにより

ロジェクト

都市計画や

ている．実

施されるも

池における

であり，今

も山頂部は

エルアルト

 

氷河



現地調査

レアス大学

 

3． 調査の

踏査を行

している．

Tuni 氷

は，図－

に示す．現

に形成され

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

査は2010 年9

学（UMSA）

の結果 

行った Tuni 湖

． 

氷河から Tuni 貯

２に示す様に

現地調査を実

れた円弧状の

9月23 日から

水理研究所

湖の概要を図

貯水池に流入

に，堆積地形①

実施した９月は

の土砂堆積地形

図－３ 堆積

 

ら24 日にかけ

（IHH）の研究

図－２に示す．

入する河川の最

①，堆積地形②

は乾期に当たる

形が明瞭に認め

図－

積地形①  

けて実施され，

究者とともに実

湖の中心部に

最下流部には，

②と呼ぶこと

るため，湖内

められる． 

２ Tuni湖の

     

現地の研究

実施された．

には西側から

二カ所の顕

とする．それ

の水位が低下

の概要 

  図－４

究カウンターパ

 

半島状の地形

顕著な土砂堆積

れぞれの堆積地

下している．こ

 

堆積地形② 

パートであるサ

形が突出して，

積が認められる

地形を，図－３

このため，雨期

② 

堆積地

堆積地

サンアンド

湖を二分

る．以下で

３，図－４

期の洪水時

地形① 

地形② 



写真よ

Tuni川が流

ることに

る．このた

また，二

より急峻な

比較的安定

より長期

－６は Tu

にも見える

地形変動を

同様に，

認される．

形の形状は

とが分かる

今後，I

シミュレー

与え，仮想

見られる堆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り明らかなよ

流入している

よる．ただし

ため，堆積地

二つの地形を

な勾配を有し

定した地形が

期的な地形の

uni 川河口部の

るが，実際に

を理解するこ

，堆積地形②

．また，図－

は，Tanaka２）

る． 

IHHの協力の

ーションを用

想的な洪水流

堆積地形にき

ように，堆積地

るのに対して，

し，Tuni川沿い

地形①の近年の

を比較して明瞭

している点であ

が維持されてい

の変化を調べる

の堆積地形①

には貯水池の水

ことは困難であ

②の変遷を図－

６と比較する

やSieh et al.

の下，定期的な

用いて堆積地形

流量に対して実

きわめて類似し

図

地形②に比べて

堆積地形②を

いには蛇篭を用

の発達は以前に

瞭な点は，堆積

ある．実際，堆

いるのに対し，

るために，地形

①を示している

水位に応じて画

ある． 

－７に示した．

ると，明らかに

３）により報告

な測量を行うこ

形の再現計算を

実施した数値シ

した計算結果を

図－５ 堆積地

て堆積地形①

を作り出した河

用いた砂防ダム

に比べて鈍化

積地形①が平坦

堆積地形②の

堆積地形①

形図ならびに

る．これらの

画像の水際が変

同図によれば

に堆積地形の勾

告されている水

ことにより貯水

を行う予定で

シミュレーシ

を得ているこ

地形②の上部

はより大規模

河川は涸川で

ムが設置され

化しているもの

坦な地形を示

の頂部には植生

①ではそのよう

Google Earth

うち映像を見

変化している

ば，この箇所

勾配が急であ

水理実験結果

貯水池の堆砂量

である．図－８

ションである４）

とが確認され

に繁茂する植

模である．これ

であり，雨期に

れ，粗粒分はそ

のと推測される

示しているのに

生が見られ（図

うな植生が見ら

から対象地域

見ると，堆積地

る．従って，こ

所には二本の河

あることが認め

果ときわめて類

量を評価する予

は河口地形と

．これによれ

れる． 

植生

れは，湖北部か

にのみに出現す

その上流に捕捉

る． 

に対して，堆積

図－５），この

られない． 

域の画像を入手

地形が変動して

この映像のみで

河川が流入する

められる．また

類似した形状を

予定である．ま

として仙台市七

れば，図－６，

からは常時

する川であ

捉されてい

積地形②が

の高度では

手した．図

ているよう

では過去の

ることが確

た，堆積地

を有するこ

また，数値

七北田川を

図－７に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 1999年

(c) 2005年

 

年12月    

年11月   

図－６

     

      

 堆積地形①

    (b) 2

    

①の変遷 

2004年10月 

(d) 2009年8 月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ Hu

(c) 2

(a) 1999年

uayna Potosi川

2005年11月 

 

年12月   

川中流部   

     

図－７

      

    

     

 堆積地形②

    

 図－７ H

     (d

②の変遷 

(b) 2004年10

Huayna Potosi川

d) 2009年8月

0月 

川取水堰の堆

月 

堆砂 



 

 

 

 

 

4． おわ

 本稿にお

堆積に関す

 
謝辞：本研

デルの開発

のである．

 

参考文献 

1) 田中 

pp.16

2) Hitosh

Geosc

3) Sieh, 

Engin

4) 田中 

水位推

りに 

おいては，今

する研究の概

研究は，JST－

発」ならびに

．ここに記し

仁・真野 明

1-166，2010. 
hi Tanaka: Sed

cience, 2010. (i

C.L., Tseng, C

neering, Vol. 12

仁・佐藤達

推定のための

図－８

今年度より着手

概要を紹介した

－JICA地球規

に日本学術振興

して関係各位に

明: ボリビアに

diment deposit

in press) 

C.M., and Hsu, 

27, No. 1, pp.17

達也・鈴木 猛

の河口砂州フラ

(b

８ 仮想地形に

手された，ボリ

た．今後，具体

規模課題対応国

興会科学研究費

に謝意を表する

における氷河後

t in Lake Tun

S.M.: Develop

7-29, 2001. 

猛・妹尾泰史

ラッシュ機構の

 

 

 

(a) 初期地形

b)  洪水後地

に対する数値シ

リビアにおけ

体的な調査結

国際科学技術協

費（基盤研究

る． 

後退と同国の

ni, Bolivia -exp

pment and geom

・長沼宏一・

の数値解析, 水

形 

地形 

シミュレーシ

る氷河後退に

結果について報

協力事業「氷

究(B)，No.2136

の水資源問題，

perimental stud

metric similarit

高水克哉・佐

水工学論文集

ション４） 

に関する研究の

報告を行う予定

氷河減少に対す

0230）の補助

東北地域災害

dy and predict

ty of alluvial de

佐藤功二: 七北

, 第55巻, 20

 

のうち，貯水池

定である． 

する水資源管理

助を受けて実施

害科学研究，

tive model-, A

eltas, Journal o

北田川における

11. (印刷中) 

池内の土砂

理適応策モ

施されたも

第46巻，

Advances in 

of Hydraulic 

る河口出発


